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舞台芸術プロジェクトは二〇〇四年四月北海道浅井学園大学
短期大学部
( 現北翔大学短期大学部
) 人間総合学科舞台芸術系
の発足から準備期間として始まり、正式には二〇〇六年四月から研究プロジェクトとして独立し、現在二期目、通算して三年目を終えようとしている。　
その研究の目的は、 「北方圏という地域において、人々の生
活に舞台芸術がもたらす様々な役割を明らかにすると共に、舞台芸術の製作過程で培われてきた方法論 、地域社会に貢献する人材育成や、生涯学習 中で有効に機能させる可能性を多角的に検討すること」にある。そして、そのためには「理論研究と臨床実践の両面からのアプローチが不可欠である」と考えている。　
具体的には、以下のとおりである。一．舞台芸術に関わる地域の人的財産、技術力 舞台制作の
方法論に関する研究。
二．地域コミュニティ形成および創造活動の促進に活かすコ
ミュニティ・シアターの理論と実践に関する研究。
　
それらの基盤研究として、
①地域の演劇教育や地域文化振興に関する基礎研究。②道内外の研究者と道内の舞台芸術従事者の協力を得て、
地域に根ざした舞台芸術活動に関する調査研究および資料収集。
③舞台芸術の方法論を利用したコミュニケーション能力や
コラボレーション能力の向上を図る人材育成プログラムや生涯学習のアウトリーチ・プログラムの構築に向けた臨床研究授業・ワークショップ等の実施。
三．年刊「舞台芸術通信ＰＲＯＢＥ」発行を通して、地域の
舞台芸術に関わる組織や人材との提携、情報交換および情報提供の促進。
これらの研究成果として、 「地域住民が舞台芸術の多様な側
面
( 戯曲の読解、演技の方法論、舞台製作過程に関する知識と
技術など
) を体験することによって、舞台芸術への多角的な理
解を高めると同時に、社会生活のコミュニティ形成に必要とされる他者理解、コミュニケーション能力が促進される」ことが期待される。
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現在、資料収集に弱点はあるものの、基盤研究を中心として
研究活動を（演劇を核として）進めている。
具体的成果は、 「舞台芸術通信ＰＲＯＢＥ」にその一部を載
せているが、
一．北海道の演劇活動の記録①座談会。 「一九六〇年代の札幌演劇を振り返る」 ・ 「釧路演
劇を語る」 。来年は現在のところ「帯広演劇を語る」を企画しようと考えている。今後も「一九七〇年代の札幌演劇を振り返る」や「函館の演劇」 、 道東の演劇」 ような形で、北海道内の演劇の半世紀を振り返り、記録していく予定である。
②発表されている劇評の再掲（加藤氏、松井氏）二．高校生ワークショップ（ＷＳ）の実施。ポルトホールを
利用した研究授業。
人材育成プログラムやアウトリーチ・プログラムの構築
のための実践である。
プログラムは、①参加人数、②参加者の年齢構成、③実
施場所・時間数や予算等々の実施環境などによって変えざるを得ない。また、①舞台芸術への多角的理解、②舞台芸術の知識、技術、技能的向上、③他者理解、コミュニケーション能力の促進のどの部分に力点を置くかによっても変わってくる。
今までの実践を通して、四年目の来年度（二期目の最終
年度）には具体的なプログラムを構築したいと考えている（具体的プログラムとして五月の帯広におけるＷＳにて、実践したい） 。また、本プロジェクトの今までの実践は若年層を相手にすることが多いので、来年度以降、実践範囲を地域住民等に広げたい 考えている。
三．標準テキスト「バックステージ・ナレッジ」の執筆開始
舞台芸術への多角的理解や知識・技術・技能向上のため
に、 演劇をコアとした総合的なテキストの執筆を開始した。演劇 おける「専門基礎知識」を網羅すると同時に、 「五分間ストーリー」の一例を通して、総合的に学べるように配慮したテキストにする予定である。
四．その他
個々の研究員もプロジェクトのテーマに沿って研究を続
けている。
公共ホールに関する調査・研究（特に指定管理者制度と
の関わりを通して） 、コミュニティ・アートに関する研究おもに韓国舞踊教育を核に韓国との交流を通しての調査・研究などである。
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舞台芸術系の記録（二〇〇八年一月～二〇〇八年十二月）一月
	
・高校生ワークショップ三月・第 期生卒業・オープンキャンパス（ＯＣ）
パル６Ｆ会場の設営・照明・音響担当。今までもＯＣのパル６Ｆ会場の設営・照明・音響に関わ
ってきたが、今後、より積極的に関わることとした。
今期のＯＣでは、ほぼ毎回服飾美術系によるミニファッ
ションショーがあり、その照明プラン・音響プランに関わった。
四月
	
・第五期生入学
来年度より北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア
学科に「舞台芸術コース」が置かれることになり、村松が異動。今年度 系より芸術メディア学科 編入した三名の学生の専門演習を担当。舞台芸術に関わる演習を行うことになった。
五月
	
・第四回中間公演
ジョン・Ｍ・シング作、松村みね子訳「西の人気男」 。
森一生演出。ポルトホール 一〇〇年前に書かれたアイル
ランドを舞台にしたシングの作品。当時物議をかもした作品で、文化的・時代的な考察は学生の勉強になった。
また、 学内の認知も得るようになり、 人間総合学科の「人
間学」や「総合セミナー」において、授業の一環としての観劇希望があった。チケット販売、公演収支決算も含めて「教育」と考えている我々教員スタッフにとっては、なかなか難しい判断ではあったが、最終的 、短大部 学生は無料で招待 た。
結果、観劇者は大幅に増えた。 「生の舞台を初めて観た
がたいへん面白く、同じ 生がここまで演じていることに驚いた」旨の感想があっ 反面、仕方がなく観にきた学生の中には、遅れてきたり、携帯電話の通話のために出たり入ったりするなど、観劇マナーに問題のある学生 いたの
中間公演「西の人気男」　ポスター
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は残念であった。
・札幌市西地区高校合同公演「銀河鉄道の夜」・ＯＣ、パル６Ｆ会場の設営・照明・音響担当六月・自主研修（旭山動物園／士別市朝日町あさひサンライズホ
ールでの研修）
サンライズホール担当の漢さんのご厚意により、 「カラ
オケ」を実施。照明・音響を仕込み、それぞれの学生が仕込みとオペレートを担当した。
・ＯＣ６Ｆ会場の設営・照明・音響担当。七月
	
・東京研修
国立能楽堂、劇団四季バックステージツアーと「ライオ
ンキング」の観劇、国立劇場バックステージツアーと歌舞伎の観劇、国立新劇場バックステ ジツアーと小ホールでの「まほろば」観劇など。
・第五期生一年生試演会　
岩松了作「隣りの男」 。村松幹男演出。パル６Ｆ
・ＯＣ、パル６Ｆ会場の設営・照明・音響担八月
	
・大学祭
アドミッションセンターと同窓会「淑翠会」の企画「ホ
ームカミングディ」による堀内葉子（モデル）を招いたファッションショーの設営・照明・音響 手伝い。
中間公演　「西の人気男」
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学生によるファッションショー及び堀内葉子のトークシ
ョーなどが行われた。業者を入れた本格的な設営となり、学生はその手伝いを行った。 音響オペレートは学生が担当。
九月・ＯＣ、パル６Ｆ会場の設営・照明・音響担当
　
一〇月・第四期生二年生試演会
舞台芸術系初の学生による台本「さがしものはなんです
か」を上演。ラグリグラ劇場。毎年、台本を書きたいと言う学生はいたが、実際に書き公演まで行ったのは初めてである。
・ＯＣ、パル６Ｆ会場の設営・照明・音響担当
　
十一月・えべつ風呂敷プロジェクトによるイベントの設営・照明・
音響担当「えべつ風呂敷プロジェクト」は経営情報系のゼミが中心となって行っている。道立セラミックアートセンターのエントランスで行ったイベントにおいて、平台を使った簡単なステージ設営、音響設営。照明に関しては足
場を組むほどの予算もなく、ピンスポットライト二台のみで行った。
経営情報系の学生によるパフォーマンスや風呂敷の実
演、服飾美術系学生による風呂敷ファッションショーなどが行われた。
　
十二月
	
・ＯＣ、パル６Ｆ会場の設営・照明・音響担当・第四回卒業公演
シェークスピア「夏の夜の夢」 。森一生演出。ポルトホ
ール。
初めてのシェークスピア作品。脚本に忠実に・・・とい
う部分ではいろいろと制限があり、今回は抽象的装置となった。また、一年生や、芸術メディア学科に所属している学生も参加する公演となった。
四期生試演会
「さがしものはなんですか」
五期生試演会「隣りの男」
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卒業公演　「夏の夜の夢」
卒業公演「夏の夜の夢」　ポスター
